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研究成果の概要（和文）：住まい・まちづくり学習（活動）の優れた事例を対象に、地域資源（モノ・コト・ヒ
ト）の存在とその関係性、住民と地域資源とのかかわりについて調査し、住まい・まちづくり学習（活動）を通
して地域資源が住まい・まちづくりの主体形成にどのように働きかけるのか、住まい・まちづくり学習（活動）
の展開にともなう地域資源の関係性や働きの変化を可視化した。その結果、歴史資源の豊富な地域では、歴史資
源を活かす取組みが、住民の主体的なまちづくり活動につながる様子を捉えることができた。これらの結果をふ
まえ、地域社会の「つながり」形成に寄与する住まい・まちづくり学習の実践モデルを構築し、その実践結果を
冊子にまとめた。

研究成果の概要（英文）：We investigated the existence of regional resources and their relationships,
 especially the relationship between residents and regional resources, for excellent cases of town 
development activities. This study showed how regional resources positively affect community 
empowerment in town development activities, through visualizing the changes in the relationships 
between the regional resources accompanying town development activities.
In several areas with abundant historical resources, we were able to grasp how initiatives that make
 use of historical resources lead to residents' empowerment in community design. Every community has
 a history, and events planned around it are educational. These activities strengthen community 
ties. Based on these results, we have developed some practical models of creating community and 
better living environment that contribute to building up the social capital in the community, and 
compiled the results of some practices in a booklet.

研究分野： 複合領域（住居学）
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 現代社会においては「つながり」の希薄化
が社会問題として指摘され、地域コミュニテ
ィの弱体化などの一因になっている。こうし
た地域社会の「つながり」はソーシャル・キ
ャピタルとして、地域政策の成果を左右する
ものとしても注目されている。一方、地域力
向上のためのまちづくり学習は各地で行わ
れており、住民参画意識や市民性育成の観点
からの研究報告は多い。しかしながら、ソー
シャル・キャピタルという観点から住まい・
まちづくり教育にまで踏み込んだ研究はみ
られない。 
 研究代表者らは平成 22～24 年度の科学研
究費基盤研究（C）において、持続可能な社
会形成のために地域の住生活にとって継承、
再生あるいは再構築していくべき営みを形
づくる学習機会の創出とそのためのプログ
ラムづくりを行った。その成果として、住ま
い・まちづくり学習は地域資源の「モノ」「コ
ト」「ヒト」を結びつけ、地域環境の創造的
主体者形成を促すことがわかった。さらに、
研究過程においては、地域社会における「つ
ながり」の有無が住まい・まちづくり学習（活
動）の継続性や発展性を左右することが示唆
された。住まい・まちづくり学習（活動）自
体が地域社会の「つながり」を育むものであ
れば、地域住民の住まい・まちづくりへの参
加がさらに促され、ポジティブ・フィードバ
ックな関係を築くことができる。そこで、地
域社会の「つながり」を育むような住まい・
まちづくり学習について、地域資源の働きと
その関係に着目しながら、実践モデルを提示
できると考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、以下の２点を目的とした。 
（１）地域資源（モノ・コト・ヒト）の関係
性を可視化し、住まい・まちづくり学習を通
して地域資源が住まい・まちづくりのつなが
り形成にどのように働きかけるのかを明ら
かにする。 
（２）住民の地域資源とのかかわりを把握し、
地域生活において「つながり」の核となる地
域資源を考察する。そのうえで地域社会の
「つながり」に着目した住まい・まちづくり
学習の実践モデルを提示する。 
 
３．研究の方法 
 上記の研究目的に対し、事例調査とその分
析及び学習モデルの構築と実践を行った。 
（１）住まい・まちづくり学習の事例を調査
し、地域資源の抽出と整理を行った。対象と
した事例は、伝統的建造物群保存地区にある
国の重要文化財指定の住宅を通した住ま
い・まちづくり学習、地域の伝統行事の継承
活動、ミュージアムを活用した住文化継承学
習、子どもと築く復興まちづくり協働プロジ
ェクト、空き家再生プロジェクト、学校教育
におけるふるさと学習、村上市、尾道市、豊

後高田市におけるまちづくり（まちおこし）
活動、こどものための建築ワークショップ等
である。 
（２）調査事例の中から、地域資源を介した
地域の生活像やまちの課題とそれに対する
取り組みについて時系列的に把握すること
ができ、地域資源を活用したまちづくりによ
り地域を活性化させた事例を選び、町おこし
物語を計量分析することにより、住まい・ま
ちづくり活動と地域資源の関係性と働きを
可視化した。 
（３）以上をふまえ、住まい・まちづくり学
習の構築と実践を行った。調査事例や実践事
例の中から、地域資源（モノ・コト・ヒト）
との関係性を考察し、地域社会の「つながり」
形成に寄与する住まい・まちづくり学習の実
践モデルを選抜し、冊子にまとめた。 
 
４．研究成果 
（１）住まい・まちづくり学習の事例調査 
 住民が地域資源を活用して参加している
住まい・まちづくり学習（活動）について、
現地聞き取り調査を行った。 
①新潟県村上市 
 古びた町屋を壊して近代的なまちにする
という計画が発表されたとき、あるひとりの
住民がむらかみは希少な城下町で町屋は歴
史的な建物であり、近代化することによって、
その価値が失われてしまうということを知
り、まちの魅力を活かした町おこし活動をは
じめられたという。町屋公開の取組みから、
町屋を巡る楽しみを付加した「人形さま巡
り」「屏風まつり」、城下町の景観を復活させ
る「黒塀プロジェクト」「町屋外観再生」な
ど住民自身が次々とさまざまなまちづくり
プロジェクトを展開し、小中学生へのまちづ
くり学習も積極的に行われている。 
②フィンランド・ヘルシンキ 
 建築を通して「住まい」や「まち」に関心
を持ち、社会とのかかわり、未来のよりよい
環境づくりに参加する機会や知恵、手段につ
いて学んでいる子どものための建築学校
「Arkki」を訪問調査した。建築教育は子ど
もたちの文化的アイデンティティーの発達
を支え、帰属意識を育み、身近な環境にかか
わり参加したいという気持ちを生み出し、グ
ローバル意識や持続可能な発展に向かう道
筋を示している。ヘルシンキ市の再開発を考
えるという長期プログラムでは、実際の再開
発にかかわることになり、地域社会とのつな
がりや社会とのかかわりを学ぶ機会となっ
ていた。 
③学校教育における住まい・まちづくり学習 
 愛媛県内子町には町内に伝統的建造物群
保存地区があり、町並み保存に関するまちづ
くり活動や学習が行われてきている。また、
エコロジータウン内子として、学校と地域が
連携した ESD 学習活動も盛んである。村上市
と同様、地域住民が恵まれた歴史資源や自然
資源の文化的価値を十分認識していなかっ



た時代があり、保存地区の選定を契機として、
今ではこれらを次世代に引き継ぐためのま
ちづくり学習が重視されている。 
 京都府伊根町には舟屋の並ぶ漁村が重伝
建地区として選定されており、この町並みは
まちの歴史や文化を反映している。景観を保
持するためには地域住民の理解が欠かせな
い。単に観光物件となるのではなく、地域の
生活と両立するまちづくりを目指している。
地元の小中学校では重伝建地区のまちづく
り学習を授業に取り入れている。中学生が観
光客を案内する「わがまち歩き」は、生徒の
まちに対する誇りや愛着を育て、自信をつけ
る機会となっている。 
④まちの課題に対するまちづくり活動 
 全国的に空き家問題が深刻化しているが、
広島県尾道市では「尾道空き家再生プロジェ
クト」によって空き家再生と移住者の支援と
コミュニティづくりが行われている。そこで
は、さまざまな空き家再生のためのイベント
やワークショップが開催されている。例えば、
空き家に残された多くの家財道具も空き家
再生を阻むひとつであるが、現地で蚤の市を
開き、空き家の片づけと空き家への関心をも
ってもらう機会をつくりだしている。今後は
次世代（小中学生）に向けての取組みも考え
たいとされていた。 
全国的にも空き店舗が増加し、かつての賑

わいが消え衰退が著しい商店街は多い。しか
し、大分県豊後高田市では、古びた商店街の
姿を逆に地域資源と捉え、商店街を活性化す
ることに成功している。古くて不便と思って
いたことにレトロな価値があると気づき、昭
和の街並みを活かしたまちづくりが行われ
ている。まちのコンセプトがまちの物語性を
強くし、映画のロケ地としても利用されるよ
うになり、多くの人が訪れるようになったと
いう。昭和のモノに地域住民（ヒト）による
まちの案内（コト）が組み合わさり、まちの
魅力を高め、地域社会のつながりを生み出し
ている。 
 
（２）まちづくりと地域資源の関係性と働き 
 地域資源を見出すまでの過程やそれを活
かしたまちづくりの学習や活動の事例調査
を行い、まちの物語性について考察した。以
前には価値を見出していなかったものが、地
域資源として見直され活用していく過程を
分析すると、段階に応じてそれにかかわるヒ
トやコトが有機的に結びついていく様子を
捉えることができた。 
 歴史ある村上市のまちづくり物語を分析
すると、抽出語のネットワークの頻出語には
歴史を感じさせる語が多くみられ、村上市の
場合はまちづくりを促進させる地域資源に
歴史的なモノが多いことがわかった。「城下
町」で「町屋」があるという地域資源の存在
の覚知が町の近代化を再考する契機となっ
ている。 
図１はあるひとりの「旅人」との出会いか

ら町屋内部を公開しはじめるというまちづ
くり活動の初期に出てくる語の共起関係を
図示したものである。町屋である「店」の「内
部空間」の魅力を再認識し、城下町の「マッ
プ」をつくって広報し、さらに、町屋の「人
形」を展示する企画を思いつき、その実行に
走り出すという展開のなかで核となる地域
資源が明らかとなった。 

 
図１ 村上の町おこし（初期） 

 
（３）住まい・まちづくり学習の実践モデル 
 地域社会の「つながり」を育む住まい・ま
ちづくり学習におけるモノ・コト・ヒトの関
係性を考察し、地域の課題に向き合い、地域
生活を豊かにし、未来への希望を見出す学習
モデルを検討し、学習（活動）モデルの構築
と実践を行った。これらの成果を、地域社会
の「つながり」を育む住まい・まちづくり学
習実践モデル集としてまとめ、教育関係者や
住まい・まちづくり関係者、関連研究者等に
配布した。主な内容を以下に紹介する。 
①地域資源の認識からはじまる住まい・まち
づくり学習 
 京都府笠置町では人口減少問題に直面し、
危機感をもってまちの活性化に取り組もう
とされている。地元の資源を認識する取り組
みとして、河川敷の岩場が絶好のボルダリン
グエリアであることから、ここを舞台にした
映画製作を行い、全国で上映する活動が行わ
れた。映画製作には多くの地域住民が参加し、
映画製作を通して、地域資源の再認識と町に
誇りをもつ契機となり、その後はボルダリン
グのジュニアクラブが結成されるなど、モ
ノ・ヒト・コトの新たな関係がうまれている。 
 また、同町では空き家活用に向けての取組
みも模索されている。リノベーション以外に
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空き家に残されている家財道具を片付けな
がら、アンティーク品を探すワークショップ
を開催した。地域のお年寄りと会話しながら
の片づけは、若者にとって昔の地域生活像を
知る機会となることがわかった。 
②移住者のつながりを育むまちの再生 
 瀬戸内の小さな港町三津浜には近年、空き
家を改修して開業する若者が県内外から集
まりつつある。こうした現象は歴史ある町の
みならず都市部の路地裏や縁辺部でも見ら
れ、職住一体・職住近接のライフスタイルは
地域との関係性を問い直すものとなってい
る。移住者は、住民と空き家の再生（リノベ・
DIY）でつながり、まちづくり活動でつなが
り、生業は口コミやネット活用で巧みに地域
内外へとつながり、つながりの輪を広げてい
る。まちなかの新しい生業とライフスタイル
から暮らしとまちの再生の新しい可能性を
示している。 
③伝統文化を次世代に継承する住まい・まち
づくり学習 
 重要伝統的建造物群保存地区（以下、重伝
建地区）では、町並み・集落やそこでの暮ら
しの伝統文化を伝承する様々な活動が行わ
れている。岐阜県白川村の小学校（義務教育
学校）では白川村の伝統文化や結の心を地域
から学びふるさとを知る学習を推進してい
る。屋根組み体験とともに合掌造りのペーパ
ークラフトを使った学習による合掌造りの
構造や歴史を学ぶ授業実践を行った。 
 大阪府八尾市八尾木地区では野菜をつか
った造形物を展示する地域の伝統行事「つく
りもんまつり」が継承されている。しかし、
近年、保存会メンバーが高齢化し、地域の次
の担い手の育成が課題となっている。アンケ
ート調査によって 20～40 歳代では伝統的な
つくりもんまつりへの協力賛同が得られに
くい現状がわかった。一方で、小学生が参加
しやすいまつりであることもわかり、地域の
コミュニティセンターと連携して「つくりも
んまつり」に関するワークショップを開催し、
小学生の参加する機会を創設した。今後の継
承や協力支援の方向性の検討が急がれる。 

図２ 子どもたちの「つくりもん」 
 
④学校と地域の協働による住まい・まちづく
り学習 
 学校におけるふるさと学習は、地域の人々
との交流をうみだし、学校と地域のつながり
を育んでいる。重伝建地区の肥前浜宿では、

学校と地域だけでなく、行政、大学、NPO の
バックアップも手厚く、「肥前浜宿スケッチ
大会」、「町並みガイド名人になろう」、「秋の
蔵々まつり町並みガイド」、「伝統家屋のペー
パークラフトを使った授業」等さまざまなふ
るさと学習を展開している。町並み保存の担
い手育成は全国的な課題となっているが、多
様な主体の連携による地域の創意工夫を生
かした町並み学習は次世代へつなぐ働きを
している。 

図３ 授業で作ったペーパークラフト 
 
⑤こども参画の住まい・まちづくり学習 
 子ども達自身が実際の「家づくり」「まち
づくり」にかかわるとき、さまざまな力をつ
けていく。自分たちが中に入れるサイズの家
をつくる「家づくりワークショップ」を実施
した。自分たちの家という最終目標が明確な
だけに、自分たちの働きが形となって現れる
ため、創意工夫する力が試され、協働する力
や主体的に行動する力が引き出される。つく
る過程で自ずと地域の材料や伝統技術等を
学ぶことになり、人（仲間、専門家）とかか
わる力が養われる。家づくりを通して、人と
かかわり、社会とかかわることの面白さを体
験する機会を提供できた。 

図４ こどもの家づくりワークショップ 
 
 東日本大震災の被災地域の復興まちづく
りに子どもが参画することは、子どもたちに
とって地域の良さを再発見するとともに参
画の意味を知る絶好の機会になる。街区公園
の基本構想から完成した公園での花壇づく
りまで継続的に社会とかかわる経験は、地域
（人や場）とのつながりを育くむことになる
と考えられる。子どもたちが主体的に考え、
地域とのつながりを具体的な形として提案
することは、大人たちも未来の姿を改めて考
える契機となった。今後は、震災を経験して



いない世代の子ども達も地域の歩みを知り、
地域の想いに触れるきっかけとしてのまち
づくり学習プログラムに深化していくこと
が期待される。 

図５ 街区公園基本構想への子ども参画 
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